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光合成細菌の一種である Rhodospirillum rubrum の細胞内転粒クロマトホアはノf クテリオクロロフ
ィノレ，フラピン蛋白質，ヘム蛋白質等より成る環状電子伝達系を持ち，光を当てることによりその酸
化還元反応に共役して ADP と Pi から ATP を合成する能力を持つ(光リン酸化反応)口乙のクロマ
トホアを用いて電子伝達に共役する ATP 合成の機構を明らかにする目的で以下の研究を行なったD




されないが，同じく光リン酸化反応の阻害剤であるアンチマイシン A，枇酸， DNP 等によって阻害
される。従って，この反応は少なくとも光リン酸化反応系の一部を用いて起っているものと考えられ
る。しかしながら， ADP の存在下， ATP の光合成される条件でも， ピロリン酸の光合成はあまり影
響されない。一方，クロマトホアは無機ピロリン酸を加水分解する活J性を持つことが見出されたロこ
















によって生育するが，光を与えると急速にクロマトホアを形成する乙とができる。いいかえれば ， R. 





介して細菌葉緑素に受容される光合成的電子伝達回路に ADP と Pi とから ATP を合成する反応が共
役して光リン酸化反応を行なっているの
凶川君は，この ATP 合成反応に， R. rubrum のクロマトホアに見出された ATPase 反応， ATP-Pi 
交換反応および ADP-ATP 交換反応を触媒する酵素が関与する乙とを発見し，これら反応におよぼす
光， pH ならびに各種阻害剤の影響を詳細に実験し，これら諸反応の逆反応がATP 合成反応に関与し
ていることを明らかにした口たとえば，クロマトホアに ADP と 32Pi を添加，光を与えると AT32pが
合成されるばかりでなく，クロマトホアに ADP だけ添加して光を与え，直ちに暗所で 32Pi を追加し
でも AT3Zp が合成される。しかし， ADP と 3ZPi の添加順序を逆にした場合には AT3Zpは合成されな
いし，クロマトホアだけを光照射して直ちに暗所で ADP と 3ZPi を添加しでも AT32p の合成されない
ことを明示したりこれによって，クロマトホア内で広義の高エネノレギー中間体(“ADP-中間体")がま
ず光合成され，それと 3ZPi とが暗反応で AT32p を合成すると推定したりまた他方， 著しい強光照射
クロマトホア内に 32Pi が取込まれ p32Pi として結合される条件も見出した。とれは AT32p 合成の光
リン酸化反応と別な部分反応で， Pyrophosphatase の逆反応によって惹起されるものである。要する
に，西川君の論文は光リン酸化反応に多くの酵素化学的新知見を加えたもので光合成反応を理解する
のに寄与するところが大であるから，参考論文の知見とあわせ考え，理学博士の学位論文として十分
価値あるものと認める。
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